東京精神保健福祉士協会『東京PSW研究』投稿規程

（投稿資格）

第１条　　本誌への投稿は、原則として東京精神保健福祉士協会（以下、「本協会」という。）

会員に限る。ただし、編集委員会が特に認めた者については、この限りではない。

２　共著者がいる場合は、投稿に当たって全ての共著者の氏名、所属（所属がない場合は現住所）を明らかにすること。

（原稿の種類）

第２条　　本誌に投稿する原稿の種類は以下の通りとする。投稿に際しては、当該する原

稿の種類を明記すること。

１）実践報告

２）研究報告

３）その他（翻訳・書評・手記・資料など）

（原稿の制限）

第３条　　原稿の制限枚数は、実践報告および研究報告はA4版用紙10枚以内、その他については原則として5枚以内とする。

２　原稿は原則としてパソコンで作成し、縦置きA4版につき横書き1600字（１

ページの仕上がりが40字×40行）に書式設定するものとする。

　　　３　外国語の原稿は、原則として受付けない。

（執筆要領）

第４条　　原稿の種類にかかわらず、文体は、文語体（である調）とし、文字は常用漢字、常用数字、新かなづかいを原則とする。ただし、専門用語についてはこの限りではない。単位や符号は慣用のものを用いること。

　　　２　フォントは明朝体またはゴシック体を原則とする。

　　　３　図・表・写真には、図１・表１などの番号をつけ、本文中に挿入すること。

　　　４　注および引用文献については、文中の当該箇所１）２）３）…と表記し、引用

順に原稿末尾に一括して記載する。著書に関しては、著者名、書名、出版社、出版年（西暦）、引用ページの順に記載する。論文に関しては、著者名、題名、雑誌名、巻号、発行年（西暦）、引用ページの順に記載する。ホームページからの引用は、アドレス、引用年月日を記載すること。

（個人情報の保護）

第５条　　個人を対象とする研究・調査・報告については、対象者および家族等の同意を

必ずとること。また、プライバシー保護には十分留意し、対象者の人権に配慮し、

個人が特定できないような措置を十分に講じること。

（提出方法）

第６条　　投稿に当たっては、氏名、所属、連絡方法を明記の上、原稿のコピーを3部提

出すること。併せてCD等の記憶媒体を提出すること。また、投稿に際しては、手元にコピーを保存するものとする。

（原稿の採否および取扱い）

第７条　　原稿の採否と掲載順については、査読を経て編集委員会で決定する。依頼原稿についても、査読は投稿原稿に準じる手続きを行うものとする。編集委員会は、投稿原稿について修正意見を付し訂正を求めることがある。訂正を求められた原稿は、できるだけ速やかに再提出すること。採否の決定は、原稿受理後約２ヶ月を要する。

　　　２　掲載された原稿は、原則として返却しない。

　　　３　掲載された実践報告等の著作権および版権は、東京精神保健福祉士協会に帰属する。

（提出先）

第８条　　原稿は下記宛に簡易書留にて郵送すること。


　　　　　　　　　　〒１６９－００７２
　　　　　　　　　　東京都新宿区大久保１－１－２　富士ビル４F
　　　　　　　　　　日本障害者センター内

「東京精神保健福祉士協会」事務局

第９条　本規程に定めのない事項については、編集委員会の協議の上決定するものとする。

附　則　　この規程は、平成2１年5月12日より施行する。

　　　　　
平成21年12月1日一部改正

平成23年8月25日一部改正
